




 

研究目的: 

卵性診断を行ない,その結果に基いて類似あるいは非類似を生ずる要因を分析

する。 

研究方法: 

本年度は,他の研究協力者から提供されたデータに基いた予備的な卵性診断を

行なった。来年度以降,指掌紋の検査と血液の遺伝マーカーの検査を行なって,

二人ずつの組合せが 1卵性である確率を計算し,卵性を決定する。この結果を,

種々の類似性の分析の根拠とする。 


